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一 般 質 問 発 言 通 告 書 
 下記事項について質問をしたいので、会議規則第５１条第１項の規定により通告します。 

  令和 5年 11月 28日 

 三島市議会議長  藤江 康儀 様 

                       三島市議会議員  17 番  野村 諒子         

       三島市内へ地区社協の設立を促す取組みについて 

 少子高齢化が進み地域で暮らす市民生活には様々な課題が見えてきています。三

島市は、地域に住むすべての人が生活しやすい地域社会をつくるためには、行政などによるサー

ビス提供だけでなく、地域の人たちがお互いに助け合い、支え合いながらその人らしい生活を送

れるような「地域ぐるみの福祉」を推進するために、地域福祉計画を作成しています。市ととも

にその一翼を担うのが三島市社会福祉協議会です。その地域福祉をより充実させるために地域住

民が主体となって組織化した地区社協を設置し、活発に活動している市町が多く存在します。   

しかし、三島市にはこれまで地区社協の設置がありません。三島市でも取組むべきと考え伺い

ます。 

１ 三島市の地域福祉の向上の経緯と現状を伺う。 

２ 福祉総務課と社会福祉協議会の役割を伺う。 

３ 三島市の近隣市町の地区社協の状況はどうか。 

４ 三島市に地区社協が設立されなかった経緯について伺う。 

５ 暮らしやすい地域を維持する為に、市が地区社協の設立を促す取組みを行ってはどうか。 

 児童、生徒の自分の身を守る性教育と安全な環境づくりについて 

 これまでの性犯罪は、女性が被害者であると認識する傾向が強かったように思え

ますが、旧ジャニーズ事務所の事件が明るみになって以降、男性の幼少期の性被害も少なくなく、

成長過程でのトラウマにもなり、その後の人格形成、人間関係などにも大きな影響を与えている

ことは女性の場合と変わらないということが明るみになってきました。教師による性加害や、学

校や塾が現場になっているケースも報告されています。これらの事件報道を受けての対応を伺い

ます。 

１ 学校での性に関する相談事業の状況について 

  （相談方法、相談対応者、相談件数などの推移等） 

２ 学校での性教育の現状について 

 性教育を始める年齢、伝え方の留意点、自分で身を守る性教育について 

３ 男子の相談対応、配慮等について 

４ 被害者の心の尊厳を守る取組みはあるか伺う。 

５ 性被害を出さない安全な学校環境づくりへの取組みについて   

       伊豆縦貫道周辺空地の利活用について 

       伊豆縦貫道が開通したことで、三島市民の生活の利便性が大変高まっています。 

しかし、その一方でその道路の周辺で草の繁茂がみられる場所があり、気になります。    

そこが通学路にかかっている場所であれば、子どもたちの安全性を確保することが重要である

と考えます。そこで、安全性を確保するための活用について伺います。 

１ 伊豆縦貫道路の周辺地域、側道沿いの管理者について伺う。 

（市管理の範囲について、草刈等の頻度について） 

２ 周辺の空地の利活用許可について（道路関係以外の目的利用は可能か） 

３ 周辺の空地を駐車場等に活用し、草の繁茂を抑えて登下校の安全性の確保ができないか伺う。 

（特に北上小学校、北上中学校通学路周辺について）  
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